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(57)【要約】
　内視鏡１は、湾曲部７を有する挿入部２に連設され、
先端側から挿入部２に連設された把持部１３および操作
部本体１４を備えた操作部３と、操作部本体１４の背面
側に設けられ、湾曲部７を湾曲操作するジョイスティッ
ク型の湾曲操作レバー２１と、操作部本体１４の正面側
に設けられた操作ボタン類２０と、操作部本体１４の先
端側の左右側面にそれぞれ膨出形成され、把持部１３を
把持した使用者の人差し指を操作ボタン類２０に導く２
つのガイド用凹部１８と、を具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湾曲部を有する挿入部に連設され、先端側から前記挿入部に連設された把持部および操
作部本体を備えた操作部と、
　前記操作部本体の背面側に設けられ、前記湾曲部を湾曲操作するジョイスティック型の
湾曲操作レバーと、
　前記操作部本体の正面側に設けられた操作ボタン類と、
　前記操作部本体の先端側の左右側面にそれぞれ膨出形成され、前記把持部を把持した使
用者の人差し指を前記操作ボタン類に導く２つのガイド用凹部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記２つのガイド用凹部は、前記操作ボタン類に向けて前記操作部の長手軸に直交する
短手軸に対して所定の角度を有して前記操作部本体の基端方向に傾斜するよう形成されて
いることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記操作ボタン類は、吸引ボタンを含むことを特徴とする請求項１または請求項２に記
載の内視鏡。
【請求項４】
　前記吸引ボタンは、前記操作部本体の正面側の左右幅方向の中央に配置されていること
を特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記湾曲操作レバーは、前記操作部本体の背面側の左右幅方向の中央に配置されている
ことを特徴とする請求項４に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体に挿入される内視鏡の挿入部に連接された操作部の形状に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、生体の体内、構造物など被検体の内部の観察が困難な箇所を観察するために
、被検体内に導入可能な内視鏡が、例えば医療分野または工業分野において広く利用され
ている。
【０００３】
　このような内視鏡の挿入部には、被検体内の挿入性および観察性を向上させるための湾
曲部が設けられている。この湾曲部は、操作部に設けられ操作手段により湾曲操作される
。
【０００４】
　例えば、日本国特開２００８－３６３５５号公報には、挿入部の湾曲部を湾曲操作する
ための操作手段として、ジョイスティック型の湾曲操作指示レバーが操作部に設けられた
内視鏡の技術が開示されている。
【０００５】
　ところで、医療用の従来の内視鏡には、体腔内または腹腔内を観察するためのものがあ
る。体腔内となる消化器官、気管支、泌尿器などの検査、処置などに用いられる従来の内
視鏡には、湾曲部が４方向に湾曲するものと、２方向に湾曲するものがある。
【０００６】
　特に、気管支用または泌尿器用の従来の内視鏡は、湾曲部が上下の２方向に湾曲する構
成が一般的であったが、近年では特許文献１に開示されるような所謂ジョイスティック型
の湾曲操作指示レバーの採用により上下左右の全方向の湾曲が可能となっている。
【０００７】
　また、気管支用または泌尿器用の従来の内視鏡は、消化器用の内視鏡が左手で操作部を
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把持することがスタンダードであるのに対して、術者が所望の左手または右手で操作部の
把持を選択的に行う場合がある。
【０００８】
　そして、気管支用または泌尿器用の従来の内視鏡は、湾曲操作と吸引操作を同時に行な
うことがある。そのため、気管支用または泌尿器用の従来の内視鏡は、術者が操作部を把
持した左手または右手の指でどちらの手でも同程度の負担で湾曲操作指示レバーと吸引ボ
タンを操作できるようにすることが望まれていた。
【０００９】
　そこで、本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、ジョイスティック型
の湾曲操作手段を備えた内視鏡において、左右のどちらの手でも安定して操作部を把持す
ることができ、湾曲部の湾曲操作および吸引操作がどちらの手でも同程度の負担で行える
ようにした操作性の良い内視鏡を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡は、湾曲部を有する挿入部に連設され、先端側から前記挿入部
に連設された把持部および操作部本体を備えた操作部と、前記操作部本体の背面側に設け
られ、前記湾曲部を湾曲操作するジョイスティック型の湾曲操作レバーと、前記操作部本
体の正面側に設けられた操作ボタン類と、前記操作部本体の先端側の左右側面にそれぞれ
膨出形成され、前記把持部を把持した使用者の人差し指を前記操作ボタン類に導く２つの
ガイド用凹部と、を具備する。
【００１１】
　以上に記載の本発明によれば、ジョイスティック型の湾曲操作手段を備えた内視鏡にお
いて、左右のどちらの手でも安定して操作部を把持することができ、湾曲部の湾曲操作お
よび吸引操作がどちらの手でも同程度の負担で行えるようにした操作性の良い内視鏡を提
供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一態様の内視鏡の外観構成を示す正面図
【図２】同、内視鏡の外観構成を示す背面図
【図３】同、内視鏡の外観構成を示す平面図
【図４】同、内視鏡の外観構成を示す底面図
【図５】同、内視鏡の外観構成を示す右側面図
【図６】同、内視鏡の外観構成を示す左側面図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下に、本発明の好ましい形態について図面を参照して説明する。なお、以下の説明に
用いる各図においては、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大きさとするため、構成
要素毎に縮尺を異ならせてあるものであり、本発明は、これらの図に記載された構成要素
の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、および各構成要素の相対的な位置関
係のみに限定されるものではない。また、以下の説明においては、図の紙面に向かって見
た上下方向を構成要素の上部および下部として説明している場合がある。
【００１４】
（第１の実施の形態）
　先ず、本発明の一態様の内視鏡について図面に基づいて以下に説明する。
　なお、図１は、内視鏡の外観構成を示す正面図、図２は内視鏡の外観構成を示す背面図
、図３は内視鏡の外観構成を示す平面図、図４は内視鏡の外観構成を示す底面図、図５は
内視鏡の外観構成を示す右側面図、図６は内視鏡の外観構成を示す左側面図である。
【００１５】
　図１から図６に示す本実施形態の内視鏡１は、気管支用または泌尿器用の電子内視鏡で
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あって、細長管状に形成された挿入部２と、この挿入部２の基端に連設された操作部３と
、この操作部３から延設された内視鏡ケーブルであるユニバーサルコード４と、このユニ
バーサルコード４の先端に配設された内視鏡コネクタ５と、を備えて構成されている。
【００１６】
　内視鏡１の挿入部２は、先端側から順に、先端部６、湾曲部７および可撓管部８が連設
された可撓性を有する管状部材によって構成されている。
【００１７】
　挿入部２の先端部６内には、ここでは図示しないが、対物光学系、ＣＣＤ、ＣＭＯＳな
どのイメージセンサなどを内蔵した撮像ユニット、ライトガイドバンドルによって伝送さ
れた照明光を照射する照明光学系、処置具チャンネルを接続保持するチャンネルパイプな
どが配設されている。
【００１８】
　挿入部２の湾曲部７は、操作部３に対する術者である使用者などの操作入力に応じて、
上下左右方向（ＵＰ－ＤＯＷＮ／ＲＩＧＨＴ－ＬＥＦＴ）を含む挿入軸Ｏ周りの全周方向
へと能動的に湾曲させ得るように構成されている。
【００１９】
　挿入部２の可撓管部８は、受動的に湾曲可能な可撓性を有する管状部材によって構成さ
れている。この可撓管部８の内部には、撮像ケーブル、ライトガイドバンドル、処置具挿
通チャンネルおよび送気送水用チューブが挿通されている（何れも不図示）。
【００２０】
　内視鏡１の操作部３は、可撓管部８の基端を覆った状態にて可撓管部８に接続された折
止部１１と、この折止部１１の基端側に設けられた挿入部２の挿入軸Ｏ回りの回転位置を
調整自在に行える挿入部回転ダイヤル１２と、この挿入部回転ダイヤル１２の基端側に連
設され、使用者などの手によって把持可能な把持部１３と、この把持部１３の基端側に連
設された操作部本体１４と、を有して構成されている。
【００２１】
　なお、本実施形態において、操作部３における長手軸としての挿入軸Ｏ（以下の説明で
は操作部３の長手軸を挿入軸Ｏとして統一して説明する）周りの方向などは使用者などが
把持部１３を把持した状態を基準として定義されており、具体的には、操作部３には、把
持部１３を把持した使用者などを基準とする前後左右方向（正面、背面および左右側面な
ど）が定義されている。
【００２２】
　把持部１３は、挿入軸Ｏに対して左右対称な形状に形成され、使用者などが左手または
右手の何れの手によっても同様に把持することが可能となっている。
【００２３】
　この把持部１３の先端側の正面には、処置具挿通部１５が設けられている。この処置具
挿通部１５は、図示しない各種の処置具を挿入する処置具挿通口１６を備えて構成されて
いる。
【００２４】
　操作部３の内部において、処置具挿通口１６には、分岐部材を介して、処置具挿通チャ
ンネルが連通されている（何れも不図示）。また、処置具挿通部１５には、処置具挿通口
１６を閉塞するための蓋部材である図示しない例えば、ディスポーザブルの鉗子栓が着脱
自在となっている。
【００２５】
　操作部本体１４は、把持部１３の基端側において、主として左右側方および前方に膨出
された略部分球状を成す中空部材によって構成されている。この操作部本体１４の正面側
には、内視鏡１の吸引機能、各種光学系機能などを実行するための操作ボタン類２０が配
設されている。
【００２６】
　一方、操作部本体１４の背面側には、図３に示すように、湾曲部７に対する湾曲操作を



(5) JP WO2015/174128 A1 2015.11.19

10

20

30

40

50

行うための湾曲操作手段としての湾曲操作レバー２１が配設されている。さらに、操作部
本体１４の一側部（例えば、左側部）からは、ケーブル折止部１７を介して、ユニバーサ
ルコード４が延出されている。
【００２７】
　ここで、図１から図４に示すように、操作部本体１４の左右形状は、挿入軸Ｏに対して
左右対称な膨出形状となっており、この操作部本体１４の先端側の左右側面には、把持部
１３を把持した使用者などの人差し指などを操作ボタン類２０に導くガイド用凹部１８が
それぞれ形成されている。なお、操作部本体１４の左右に形成されるガイド用凹部１８の
詳細な説明は、後述する。
【００２８】
　ユニバーサルコード４は、挿入部２の内部を通じて先端部６側から操作部３に至り、さ
らに操作部３から延出する撮像ケーブルを含む各種信号線、ライトガイドバンドルおよび
送気送水用の流体が流入される送気送水用チューブ（いずれも不図示）が内部に挿通する
複合ケーブルである。
【００２９】
　ユニバーサルコード４の端部に設けられた内視鏡コネクタ５は、側面部に設けられた電
気コネクタ部５ａと、図示しない外部機器である光源装置と接続される光源コネクタ部５
ｂと、を有している。
【００３０】
　なお、電気コネクタ部５ａには、図示しない外部機器であるビデオプロセッサか延設さ
れた電気ケーブルのコネクタが着脱自在に接続される。また、光源コネクタ部５ｂには、
ライトガイドバンドルが収容されたライトガイドコネクタ部５ｃと、送気送水用コネクタ
部５ｄと、が配設されている。
【００３１】
　次に、操作部本体１４における各部の構成について、より詳細に説明する。　
　図１に示したように、操作ボタン類２０は、例えば、操作部本体１４に着脱自在に装着
された例えば、ディスポーザブルの吸引バルブ２２と、内視鏡１に関する各種機能の中か
ら任意の機能、例えば、レリーズボタンなどを選択的に割り当てることが可能な２つのボ
タンスイッチ２３と、を有して構成されている。
【００３２】
　なお、吸引バルブ２２は、操作入力部材としての吸引ボタン２４と、図示しない外部機
器である内視鏡吸引器から延設された吸引チューブが接続されるチューブ接続部２５と、
を有して構成されている。
【００３３】
　２つのボタンスイッチ２３および吸引バルブ２２の吸引ボタン２４は、操作部本体１４
の正面において、図３および図４に示す挿入軸Ｏを通り、左右幅方向を２分する仮想線Ｘ
を挟んで左右対称となるよう配置されている。
【００３４】
　即ち、本実施形態において、吸引ボタン２４は、挿入軸Ｏおよび仮想線Ｘに重畳するよ
う、操作部本体１４の正面側の左右幅方向の中央に配置されている。また、２つのボタン
スイッチ２３は、吸引ボタン２４よりも先端側において、仮想線Ｘを挟んで左右対称な位
置に配置されている。
【００３５】
　操作部本体１４の背面側に設けられる湾曲操作レバー２１は、例えば、上下左右方向を
含む全方向に傾動可能な所謂ジョイスティック型のレバーによって構成されている。この
湾曲操作レバー２１の突端部には、使用者などの親指などを当接させることが可能な指当
て部２６が設けられている。
【００３６】
　指当て部２６は、挿入軸Ｏおよび仮想線Ｘに重畳するよう、操作部本体１４の背面側の
左右幅方向の中央に配置されている。即ち、湾曲操作レバー２１の指当て部２６および吸
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引バルブ２２の吸引ボタン２４は、操作部本体１４の正面側または背面側における左右幅
方向の中央に配置されている。
【００３７】
　なお、湾曲操作レバー２１は、使用者などが把持部１３を把持した手の親指によって指
当て部２６を操作できるように、親指の付け根よりも操作部３の基端側に設けられている
。
【００３８】
　また、操作部３の内部において、湾曲操作レバー２１の基端側には、図示しない湾曲操
作機構が連結されている。湾曲操作レバー２１は、湾曲操作機構による各牽引ワイヤの牽
引動作を介して、湾曲部７を任意の方向に湾曲動作させることが可能となっている。
【００３９】
　ここで、操作部３の操作部本体１４に形成されたガイド用凹部１８について以下に説明
する。　
　本実施の形態のガイド用凹部１８は、湾曲操作機構を収容できるように操作部本体１４
の左右方向に膨出しており、把持部１３の基端となる境界部分から操作部本体１４にかけ
て凹曲面形成された段部となっている。
【００４０】
　そして、ガイド用凹部１８は、図５および図６に示すように、操作部本体１４の正面に
設けられた操作ボタン類２０に向け、仮想線Ｒ，Ｌに示すように挿入軸Ｏに直交する軸（
操作部３の短手軸）Ｈ対して所定の角度θを有して操作部本体１４の基端方向に傾斜する
よう形成されている。
【００４１】
　これにより、例えば、図５に示すように、使用者などが右手ＲＨで把持部１３を把持し
たときに、操作部本体１４の右側面に形成されたガイド用凹部１８が右手ＲＨの親指の根
元から人差し指の一側面と接触して、自然に人差し指が操作ボタン類２０に導かれるよう
になっている。
【００４２】
　同様に、例えば、図６に示すように、使用者などが左手ＬＨで把持部１３を把持したと
きに、操作部本体１４の左側面に形成されたガイド用凹部１８が左手ＬＨの親指の根元か
ら人差し指の一側面と接触して、自然に人差し指が操作ボタン類２０に導かれるようにな
っている。
【００４３】
　また、湾曲操作レバー２１の指当て部２６は、使用者などが右手ＲＨまたは左手ＬＨで
把持部１３を把持したときに共通してどちらの手でも同程度に親指が届くように、操作部
本体１４の背面側の左右幅方向の中央に配置されている。
【００４４】
　以上のように構成された本実施の形態の内視鏡１は、使用者などによる湾曲操作レバー
２１の操作入力に応じて、挿入部２の湾曲部７が上下左右方向（ＵＰ－ＤＯＷＮ／ＲＩＧ
ＨＴ－ＬＥＦＴ）を含む挿入軸Ｏ周りの全周方向へと能動的に湾曲し、湾曲操作レバー２
１の指当て部２６と操作ボタン類２０の１つである吸引バルブ２２の吸引ボタン２４が操
作部本体１４の正面側または背面側における左右幅方向の中央に配置された構成となって
いる。
【００４５】
　そのため、内視鏡１は、使用者などが所望の右手ＲＨまたは左手ＬＨで操作部３の把持
部１３を選択的に把持することができる構成となっており、使用者などが把持部１３を把
持した右手ＲＨまたは左手ＬＨの親指で湾曲操作レバー２１の指当て部２６を共通してど
ちらの手でも同程度の負担で操作できると共に、操作部本体１４に形成されたガイド用凹
部１８に自然に導かれた人差し指で吸引ボタン２４を共通してどちらの手でも同程度の負
担で操作できる構成となっている。
【００４６】
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　さらに、内視鏡１は、吸引ボタン２４の近傍に操作ボタン類２０の２つのボタンスイッ
チ２３が設けられているため、使用者などが把持部１３を把持した右手ＲＨまたは左手Ｌ
Ｈの親指で湾曲操作レバー２１の指当て部２６を共通してどちらの手でも同程度の負担で
操作できると共に、操作部本体１４に形成されたガイド用凹部１８に自然に導かれた人差
し指で２つのボタンスイッチ２３も共通してどちらの手でも同程度の負担で操作できる構
成となっている。
【００４７】
　即ち、内視鏡１は、操作ボタン類２０が使用者などの把持部１３を把持する右手ＲＨま
たは左手ＬＨの親指または人差し指によって届く範囲に設けられており、湾曲操作レバー
２１の指当て部２６による湾曲操作と吸引ボタン２４による吸引操作または２つのボタン
スイッチ２３による各種内視鏡機能操作を同時に行なうことができる。
【００４８】
　そして、内視鏡１は、把持部１３を把持する右手ＲＨまたは左手ＬＨの人差し指が操作
部本体１４に形成されたガイド用凹部１８に自然に操作ボタン類２０に導かれるようにな
っている。このとき、内視鏡１は、操作部３の操作部本体１４に形成されたガイド用凹部
１８が使用者などの把持した手の親指の根元から人差し指の一側面と常に接触して引っ掛
かった状態となるため安定して把持部１３を把持できる構成となっている。
【００４９】
　これにより、内視鏡１は、湾曲操作レバー２１の指当て部２６による湾曲操作、吸引ボ
タン２４による吸引操作または２つのボタンスイッチ２３による各種内視鏡機能操作が行
われる際の操作部３のブレが減少し、その結果、内視鏡画像のブレも抑制することができ
る。
【００５０】
　以上に記載したように本実施の形態の内視鏡１は、使用者など把持した右手ＲＨまたは
左手ＬＨのどちらの手でも安定して操作部を把持することができ、共通してどちらの手で
も同程度の負担で親指および人差し指を使って湾曲操作、吸引操作または各種内視鏡機能
操作を行える操作性の良い構成となっている。
【００５１】
　以上の各実施の形態に記載した発明は、それら実施の形態および変形例に限ることなく
、その他、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能
である。さらに、上記各実施の形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される
複数の構成要件における適宜な組合せにより種々の発明が抽出され得るものである。
【００５２】
　例えば、各実施の形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、述
べられている課題が解決でき、述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が
削除された構成が発明として抽出され得るものである。
【００５３】
　本出願は、２０１４年５月１６日に日本国に出願された特願２０１４－１０２６２６号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範囲
、および図面に引用されたものである。
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【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月16日(2015.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の一態様の内視鏡は、湾曲部を有する挿入部に連設され、先端側から前記挿入部
に連設された把持部および操作部本体を備えた操作部と、前記操作部本体の背面側に設け
られ、前記湾曲部を湾曲操作する、上下左右を含む全方向に傾動可能なジョイスティック
型の湾曲操作レバーと、前記操作部本体の正面側に設けられた操作ボタン類と、前記操作
部本体の先端側の左右側面にそれぞれ膨出形成された膨出部分に前記操作ボタン類に向け
て前記操作部の長手軸に直交する短手軸に対して所定の角度を有して前記操作部本体の前
記背面側から前記正面側にわたって基端方向に傾斜するよう形成されている前記把持部を
把持した使用者の人差し指を前記操作ボタン類に導く２つのガイド用凹部と、を具備する
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湾曲部を有する挿入部に連設され、先端側から前記挿入部に連設された把持部および操
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作部本体を備えた操作部と、
　前記操作部本体の背面側に設けられ、前記湾曲部を湾曲操作する、上下左右を含む全方
向に傾動可能なジョイスティック型の湾曲操作レバーと、
　前記操作部本体の正面側に設けられた操作ボタン類と、
　前記操作部本体の先端側の左右側面にそれぞれ膨出形成された膨出部分に前記操作ボタ
ン類に向けて前記操作部の長手軸に直交する短手軸に対して所定の角度を有して前記操作
部本体の前記背面側から前記正面側にわたって基端方向に傾斜するよう形成されている前
記把持部を把持した使用者の人差し指を前記操作ボタン類に導く２つのガイド用凹部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記操作ボタン類は、吸引ボタンを含むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記吸引ボタンは、前記操作部本体の正面側の左右幅方向の中央に配置されていること
を特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記湾曲操作レバーは、前記操作部本体の背面側の左右幅方向の中央に配置されている
ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
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【国際調査報告】
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